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WE WISH 


サイ ズ : 1U 
主 な ミッ ショ ン : 超 小 型 熱 赤 外 カ メラ に よ 
る 地球 撮像 


星 名 は ミッ ショ ン を 表現 
する 英 単語 の 頭 文 字 の 組 


み 合 わせ で は あり ます が 、 打 ち 
出し て も ら う 「 き ぼう 」 に も 掛け 
て Wish (願い ) と 付け まし た 。 
月 周回 衛星 「 か ぐ や 」 の HDTV 
カメ ラ な ど 、 衛星 搭載 機器 を ず 
っ と 作っ て きた 会 社 な の で 、 社 
内 の 真空 チャ ン バ ー や 振動 試験 
機 な どの 試験 設備 が あり 、 衛 星 
の サイ ズ が 小さ い の で それ ら が 


全部 利用 で き て いま す 。 た だ 、 丸 
ご と 1 つの 衛星 を 作る の は も ち 
ろ ん 初 め て の 経験 で す 。 若 手 社 
員 が 中 心 に 、 ベ テラ ン も 時 々 ロ 
を は さ み な が ら 、 楽 し く 製 作 に 
取り 組ん で いま す 。 

衛星 画像 の 利用 方 法 に つい て 
は 、 地 元 の 中 高生 や 先生 方 に 呼 
び か け 、 製 作 の 過程 を 見 て も ら 
いな が ら 、 今 か ら 一 緒 に 考え て 
も ら っ て いま す 。 ま た 、 ア マチ ュ 
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ー 専 ち < が 割 分 守 ら ゐる ッ の で て テ 人 人 
で 用 用 ぅ 、 約 離 を 主 れ ク 打 の ぎ エ の 
1 の ラク し 今 が 機 与 て 方 ち 小 る ツ 直 
S ッ チ た 国 課 構え さま 式 上 型 ク 前 
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る こと の な いよ う . 進 行方 向 か 
ら 斜め 後方 に 向け て 打ち 出す 
た め 、 小 型 衛星 は ISS よ り 低い 
軌道 を と る こと に な る 。 薄い と 国際 中 宙 ス テー ショ ン 
は いえ 存在 する 大 気 の 抵抗 に 飛行 方 向 
より 100 昌 程度 で 再 突入 ・ 消 
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1 
「 き ぼう 」 エ アロ ッ ク 
船 外 実験 
プラ ッ ト フ ォ ー ム 


いこ 衛 方 | る 界 
うと 星 体 プ 1I 初 そ 
ミ で を が サ S し と の 
クー 最 ツ S な 一 
ン 周 バ 小 ト ヵ か る 新 
回 ネ 単 規 ら 5 し 
な 軌 仕 位 格 の ポ い 
s 道 掛 一 衛 ッ こ 
に け 1 1 是 ト と 
送 で り U 旭 放 テ ァ ー 
り 打 ご 10 出 | と 
込 ち の cm * ム は 
む 出 小 の キ に 
と す 型 立 ユ よ 世 
- 芝 1 
二天 是 ] ヽ 9 
に 測 計 長刀 表 らし 
そ き 暴 だ ナチ に ょ 
ッ れ 條 - あ の ょ ら 
NII ツ 
す 相 お ク 単 ん 欠 
こ を で る ハ ふる 
と 外人 ー リ メ 
に し ッ と 
な て グ が ン ッ 
り 射 か で グ ト 
ま 出 ら 6 き で が 


船内 保管 庫 


(rvee ビ ざく 時 時 性 球 ③ 


小型 衛星 ” ざ 。 
ーーーーーーーーーーーーーー 一 旬 


衛 


ア 無 線 の 電波 を 使用 する の で 、 
地元 (群馬 県 伊勢 崎 市 ) の ハム フ 
ェ ア に 出展 し 、 デ ー タ 受信 を 呼 
び か け て いま す 。 

こん な 小さ い 衛 星 で も 、 こ れ 
だ け の ミッ ショ ン 機 器 が 載せ ら 
れる 。 機 器 に 優し い 打 ち 上 げ 方 
式 だ か ら こ そ だ と 思い ます ね 。 
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「 キ ュー ブサ ッ ト 」 と は 大 学生 た ちの 手作り で 始ま っ た 10cm 角 の 小型 衛星 の 総称 だ 。 


今世紀 に 入っ て か ら 日 本 で も 取り 組み が 本 格 化し 、 す で に JAXA で も 学生 時 代 に キュ ー ブ サ ッ ト を 体験 し た 第 1 世代 が 、 
現実 の ミッ ショ ン で その 経験 を 活か し 始め て いる 。 
宇宙 へ の 挑戦 の 敷居 を 引き 下げ た キュ ー ブ サ ッ ト を さら に 手 の 届 きやすい も の に する た め の 、 新 た な 試み を 紹介 する 。 


FITSAT-1 


サイ ズ : 1U 
主 な ミッ ショ ン : 5.8GHz 帯 高速 通信 、 
LED に よる 可視 光 通 信 実 験 


RAIKO 


サイ ズ : 2U 

主 な ミッ ショ ン : 膜 展開 に よる 軌道 降下 、 
魚 眼 カ メラ に よる 地球 撮像 、 

Ku 帯 通信 実験 


@ 和歌 山大 学 東 北大 学 / 東 京 大 学 


回 ーIA ロ ケッ ト に よる ピギー 
バッ ク 打ち 上 げ 「 あ いのり 
衛星 」 の 枠 に 応募 し よう と 構想 を 
温め て いま し た が 、 タ イミ ング よく 
今回 の 公募 が あり 、 大 変 幸運 な こ 
と に 採択 され まし た 。 

小さ い 衛星 な ら で は の 挑戦 的 な 
ミッ ショ ン が 、 高 速 通信 で す 。5.8 
GHz 帯 と いう 高い 周波 数 を 使 
い 、 衛 星 (の 磁 北 を 向く 面 ) に 取り 
付け た 平面 型 の パッ チア ン テ ナ 


田中 教授 (前 列 右 か ら 2 人 目 ) と 
製作 チー ム の 皆さん 


回 ュー ブサ ッ ト を と り ま く 環 境 


は 急速 に 、 し か も 好ま し い 
方 向 に 変化 し て きま し た 。 2003 
年 、 ロ シア の ロケ ッ ト を 使っ た 東 
大 東工 大 の キュ ー ブ サ ッ ト 打ち 上 
げ で パラ ダイ ムシ フト が 起こ り ま し 
た 。 国 内 で も 打ち 上 げ 機 会 が 整備 
され た こと で ミッ ショ ン の ユニ ー ク さ 
や アイ デア の 斬新 さ を 競 い 合 う 時 
代 が も た ら さ れ ま し た 。 そ し て いよ 
いよ 、 こ れ が 実践 的 な 教育 ツー ル 
に な ろう と し て いま す 。 工 学 教育 の 
新手 法 と し て 世界 に 普及 し た ロボ 


で 送受 信 を し ます 。 う まく いけ ば V 
GA(640x480 ピ クセ ル ) の 画像 
1 枚 を 5 一 6 秒 で 送信 と 、 従 来 の 
キュ ー ブ サ ッ ト の 約 100 倍 の 速度 
が 出せ る 計算 で す 。 

また 、 パ ッ チ アン テ ナ の 周囲 に 
取り 付け た LED を 点滅 させ る こと 
で 、 こ の 衛星 を 「 本 当 に 光る 人 工 
の 星 ]」 に し た いと 思っ て いま す 。 双 
眼鏡 で 誰 も が 光 通 信 の 実験 に 参 
加 で きる わけ で す 。 私 は も と も と ロ 
ボッ ト の AI( 人 工 知能 ) を 研究 を し 
て お り 、 決 し て 宇宙 分 野 に 明る い 
わけ で は あり ませ ん で し た 。 で す が 


コン と 同じ よう な 可能 性 を キュ ー ブ 
サッ ト に も 感じ ます 。 普 通 の 学生 が 
身近 に 宇宙 環境 を 考え る チャ ンス 
が 広がる こと は 、 確 実に その 層 を 厚 
くす る こと に つなが り ま す 。 

また 一 方 で 、 宇 宙 輸 送 の 手段 を 
持ち 、ISS に 実験 室 を 持ち 、 宇 宙 
飛行 士 も 送り 込ん で いる 日 本 は 、 
宇宙 開発 に 意欲 を 持つ 国々 の 憧 
れ の 的 で す 。 こ うし た 打ち 上 げ 和 機 
会 は 、 き っ と 外交 ツー ル と し て も 使 
える は ず で す 。 

われ われ の 衛星 「RAIKO」 は 


鉄腕 アト ム も HAL9000 (映画 
「2001 年 宇宙 の 旅 ]」 に 出 て くる 
人 工 知能 ) も 宇宙 が 活躍 の 舞台 
で し た よね 。 ロ ボッ ト と 宇宙 は 非常 
に 親和 性 が 高い の で す 。5 月 の 衛 
星 引 き 渡し に 向け 学生 た ち も 必 
死 で 取り 組ん で お り 教 育 効果 は 
抜群 で す 。 で も 「 先 生 が 一 番 嬉し 
そう だ 」 と 言わ れ て いま す 。 そ の 姿 
を 見 せる の も 教育 で すか ね ( 笑 ) 


福岡 工業 大 学 
情報 工学 科 ・ 教 援 


田中 卓史 E 


で 製作 し 
て いま す 。 


今後 の 宇 
宙 教 育 に 
及ぼ す 影 


吉田 和哉 東北 大 学 教授 (前 列 右端 ) 
と 同 大 学 の 製作 チー ム の 皆さん 


響 と 責任 の 重大 さ を 感 じ つ つ 、 学 
生 さ ん た ちの 仕事 ぶり を 頼も し く 
思い な が ら 見 守っ て いま す 。 


宇宙 教育 研究 所 所 長 ・ 特 任 教授 
* = 
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AXA 宇宙 科学 研究 所 で は 教育 普及 関連 の 
J 主催 行事 と し て | 宇宙 学校 ] を 実施 し て いま 


す 。「 学 校 ] と いう 名 が 付く も の の 、 給 食 が 


1 れ ふ 。 よる 会 日 深 られ 口 作 1 援 で 宙 か る 面 集 的 と 茶 対 静 間 誤 
出 た り 、 宿 題 が 出 た り 、 テ スト が あっ た り 、 ま し て や 立 まる を 如 う の ご 本 條 2 中 た 数 卓上 が あ で ゃ と よ 日 う 皆 定 も の 話 須 で 林 卓 
た され た り (! ) と いう こと は な く 、 主 と し て 小 ・ 中 学生 た い 川 あ 千 地 遥か 1 味 体 は ど あ る ` 休 ば えな も と を 周 き の 】 隆 カ + = 
を 対象 に 、 宇 宙 科 学 の 専門 家 を 講師 と し て 派遣 し 、 子 ど を な は ん る や 上 林 け 4 を の で る 肉 東 を ご 天元 の を 導 の る 北 | 計る ナラ 
も た ち が 日 頃 宇宙 に 対し て 抱い て いる 疑問 に 答え よう に が いら 内 施 9 い イ 重 界 き は 天 て 内 ま 前 何 * っ 内 ろ は ・ 有 が 還 時 | 侍 
と いう も の で す 。 や や も する と 一 方 通行 に な り が ちな は 偶 2 見 哀 還 上 まる 甘 信 らら シ 時 る 親 韻 人 か 舞 な る 。 日 し 主 了 生 
通常 の 講演 会 と は 違い 、「 宇 宙 学 校 」 で は 参加 者 と 講 和 を を 千 放 っ 等 た 有明 た 者 も で ブ 洒 の 用 りな 是 力 生ま 2 林 介 あ る で まま 
師 ・ 校 長 と の 双方 向 の や り と り が 主 に な り ます 。 再 門 家 か に い 幸 た の コタ に 皇 2 ア で 洋 半 1 全う の 3 列 ら や 国 た 
が 子ども た ちと 直接 に 触れ 合い 、 そ の 疑問 に 答え る こ れ 驚 だ さと ょ つき 方 並 ち れ 1 ス 一 提 っ まだ 提 ら 人 な す で 未 及 狂 + 砂 イル 
と で 、 子ども た ち が も と も と 持っ て いる 宇宙 へ の 興味 My ) 9 の の 。 た の あの や の と mh の mm や クウ の か この と いら の ) 
を 伸ばす と と も に 、 日 本 で 行っ て いる 宇宙 科学 研究 の Au if 1996 年 以降 の 宇宙 学校 の 開催 地 So だ 
一 端 に 触れ て いた だ き 、 身 近 に 感じ て いた だ く こ と を こら 正 1 回 開催 画 4 回 開催 電 と き が 象 金 いっ は の 泡 と が あっ | に ノ 
目指 し て いま す 。 四 2 回 開催 。 国 8 回 以上 開催 SEP に Ml 
し た が っ て プロ グラ ム も 講演 会 と は か な り 異な っ て は リ て に ちな 1 る で ぐち ゎ ちず きつ す 【 こ の 
いま す 。 最 近 の 例 で いう と 、 講 師 1 人 あたり の 説明 の た 10 年度 は 7 カ所 、 そ し て 11 年 度 は 9 カ所 で 開催 す ナム | 誰 マ る 上 章 ン し こり 症 が ・ 湾 * (8 
め の 持ち 時 間 は わずか 15 分 。 そ こ で それ ぞ れ の 講師 が 。 る こと が で きま し た 。 限 られ た 予算 と 人 員 で で きる だ 宇 玩 地 作ら つの YE ス 
得意 な 分 野 の 宇宙 の 話 を し て 子ども た ちの 質問 の きっ け 多 く の 会 場 を 回 る た め に 、 1 回 あたり に 派遣 する 講 ナナ テ キム や え を : 果 “ い 存 が し て 時 部 と ト 
か け を 作り 、 残 り 45 分 は 会 場 か ら の 質問 と それ に 対す 師 や 事務 局 の 数 を 少し 削っ て お り 、 個 々 の 講師 に か か 由 問 と し 全 委 記 人 た る 0 へ 
る 回 答 や 解説 の 時 間 に 充 て ます 。 こ の よう な 形式 の 授業 る 負担 は 増え て いま す が 、 そ れ で も な ん と か 回 っ て い 隊 。 ま と を せ も と が 然 き 了 * 在 ` 壁 すゝ 失 ) 
を いく つか の テー マ に 分 け て 何 コ マ か 行い ます 。 ます 。 ご ( こ る 0 の の の で な e 
子ども た ちか ら 質 問 が そん な に た くさ ん 出る の だ ろ 今年 度 は すでに 9 月 1 日 の 鳥取 上 人 市 を 皮切り 間 ー く る か 泡 印 人 て 揃 泡 を な ま + 蜂 
うか と 開催 場所 の 皆さん は 不安 に 思わ れる よう で す に 、 愛 媛 新居浜 市 、 東 京都 目黒 区 (馬場 )、 熊 本 県 熊本 さ 陣 時 eo 
が 、 ふた を 開け て みる と どの 会場 も 質問 が 人 切れ る こ 市 、 新 湯 新湯 市 、 埼 玉 県 東 松山 市 を 回 っ て お り 、 年 明 AM プ さ 人 症 征 上 介 震 6 8 だ る ィ 
と は まず あり ませ ん 。「 真 っ 直ぐ に 手 を 挙げ た 子 を 優先 け に 東京 者 世田谷 区 (1 月 15 日 ) 、 岡山 県 浅 市 (1 月 士 ち て 突 "っ し 熱 教 現 性 を の け C こ 
的 に 当て ます よ ] と 促す と 、 き れい に 真っ 直ぐ 手 が 挙 が 28 日 )、 兵 庫 県 尋 路 市 (1 月 29 日 ) と 回 っ て 終了 と な り を の Sh ウシ 計 の ' 
る よう に な り ま す 。 ます 。 面 ) の の 0 と 2 
講師 に と っ て は 、 他 の 講師 の 担当 の 時 間 で も 、 質 問 の 回 を 重ね る に つれ 「 宇 宙 学 校 ] は ニー ズ に 応じ て どん 来 ` か き は 島 吉 わす が " 想 コ ぬ - で だ 
内 容 次 第 で は 容赦 な く マ イク が 回 っ て きま すし 、 休 み どん 進化 し て お り 、 内 容 も 年 間 を 通じ た 画 一 的 な 内 容 カ ュ は 山 き を す で の ら る 佐 作 健介 も 5 
時 間 や 終了 後 も 質問 攻め が 待っ て いま す の で 、 全 く 気 や 講師 陣 で は な く 、 規模 も 従来 型 の 1 日 コー ス だ け で 物 て け 鮮 ゴ 園 皿 い は や に の ュ ^ い 一 3 
が 抜け な い 1 日 と な り ま す 。 質 問 の 内 容 も 、「 宇 宙 の 果 な く 半日 コー ス な ど 自由 度 を 持た せ 、 先 方 の 希望 を 取 り PP 記 
て は ? 」 と か [宇宙 の 始ま り の 前 は ? 」 と か [ブラック り 入れ て オー ダー メー ド で 作り 上 げ る よう に し て いま に モ ボ な 海 や 2 し の 性 や を | も 人吉 s 容 mvueog 朱 人 っ 
ー ル の 中 は ?」 と か [宇宙 人 は いる の ?」 な ど 、 子 ども た す 。 し た が っ て 、 プ ログ ラム の 中 に は 、 宇 直 科 学 に 関す 同 な を を 熱流 虹 っ て 芸 や 広 広 の 描 河口 洋一 朗 
ち は 直 球 勝負 で 来 ま す の で 、 専門 家 が た じ た じ と な る る 映画 の 上 映 や 、 通 常 の 講演 、 ワ ー ク ショ ッ プ な ど を 含 つっ つ へ < の うら 6 土星 の る 着 飛 ま 乗 町 ょ 打 し ト 庭 占 抜 填 ば 時 っ II 
こと も 少な く あ り ま せん 。 め る こと も あり ます 。 プ ログ ラム 全体 で 半日 か ら 1 日 加 の 内 貞 河 に 宇 が 1 電 鈴 際 時 了 明 R た 回 中 小 半 か 名 1 人 て 教授 ノア ー テ ィ スト 
この よう に 「 宇 宙 学 校 ] は 、 主 に 子ども た ち を 対象 と 程度 の 規模 で 、 派 遣 する 講師 の 数 と し て は 1 カ所 あ た の りな の 散 つら に 青 人 全て いい は 見 持 を げ ら と える 学 く 赤 に 英 夢 る 0 
し た 教育 普及 イベ ント で あり な が ら 、 私 た ち 研究 者 に り 2ー5 名 程度 で す 。 プ yS 王 二 お れれ に 二 中 湯 着 下 盾 2 あじ を の の 天 ま 会 だ ソン > ナー レ な と で 受賞 多 
と っ て も 、 周 辺 分 野 の 研究 動向 に つい て も 広く カバ ー 来年 度 の 共催 団体 を 公募 中 画 | 換 の だ NM ま も の まう "上 界 に で て うり た 思 た 上 2 鮮 つ っ と た を 間 生生 | 
し 、 専 門 分 野 を や さ し く 噛み 砕い て 説明 する た め の 研 = 用 00 oe SA 本 半生 の の で で と たら の し た CD[ 下 ULTIMATE 
償 の 場 で あり 、 社 会 と の 感覚 の ずれ の よう な も の を 修 来年度 の [宇宙 学校 」 の 共催 団体 は 現在 公募 中 で す 。 ジ / 。 芝 島 わ を に と 大 "いも 近 手 し と ま 南 だ い の て 校 な ト 古 う る sm 
正す る 役割 を も 果たし て いま す 。 共催 団体 に は 開催 に あたっ て 必要 と な る 施設 ・ 設 備 ・ 要 ラル は 4 12ORRB タ OS 
進化 する [宇宙 学校 87 りき 人 ま ? と の 敵 40 に 2 を に 2 と SAS 
eee 成 …1 缶 ご 身 よ た な に 陸 れ れ は い に 子 し ら ま ッ ツ 校 合 奇行 け も 。 voww* 妥 


この 「 宇 宙 学 校 ] は 宇宙 科学 研究 所 に より 1993 年 か 
ら 毎年 行わ れ て きた も の で 、 従 来 東京 (以前 宇宙 科学 研 
究 所 が 置か れ て いた 東京 大 学 駒場 キャ ン パ ス ) で 1 回 、 
それ 以外 の 場所 で 2 回 と 、 年 3 回 開催 し て いま し た 。 夏 
の JAXA 相模 原 キ ャ ン パ ス 特 別 公開 で も 「 ミ ニ ミ ニ 宇 
宙 学 校 | を 実施 する な ど し て いま す 。 し か し 、 年 2 回 の 
地方 開催 で は 全国 を 回 る に は 不 十 分 で す 。 実 際 、 地 方 に 
お 住ま い の 方 々 か ら は 、 地 域 の バラ ンス を 取り な が ら 
で きる だ け 多 く の 場 所 で 開催 し て ほし いと いう リク エ 
スト を よく 受け て いま し た 。 そ こ で 2009 年 度 か ら 、 基 
本 的 な スタ イル は その まま に 、 共催 団体 を 公募 する こ 
と で 、 潜 在 的 な 協力 先 を 発掘 し つつ 年 間 の 開催 場所 を 
増やす こと に し まし た 。 そ の 結果 、09 年 度 は ら カ 所 、 


に な り ま す が 、 講 師 や 関係 する スタ ッ フ の 旅費 ・ 人 件 費 
な ど は JAXA で 負担 し ます の で 、 受 け 入れ サイ ド に と 
っ て は か な り オ イシ イ 企 画 に な っ て いま す 。 

来年 度 分 の 公募 の 締め 切り は 12 年 2 月 29 日 で 、 そ 
の 時 点 ま で に 届い た 応募 の 中 か ら 、 受 け 入れ 態勢 、 会 場 
の 規模 、 開 催 地 の バ ラン ス 、 地 域 連携 拠点 の 形成 の 可能 
性 な ど を 総合 的 に 考慮 し て 、3 月 に 開催 され る 広報 委 
上 員 会 で 採 耕 を 決め ます 。 

共催 団体 は 科学 館 や 博物 館 の こと も あり ます が 、 こ 
れ に と ら わ れる 必要 は あり ませ ん 。 実 際 、 青 年 会 議 所 や 
お や じ の 会 な ど と 共催 で 実施 し た こと も あり 、 大 変 な 
成功 を 収め て いま す 。 是 非 わ が 町 に も 宇宙 学校 を 、 と い 
う 方 は この 機会 に ぜひ ご 応募 くだ さい 。 
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SAKAMOTO Seiichi 
宇宙 科学 研究 所 教授 / 宇 宙 科 学 広 
報 ・ 普 及 主幹 。 専門 は 電波 天文 学 、 
星 間 物理 学 。 宇宙 科学 を 中 心 と し 
た 広報 普及 活動 を は じ め 、 ロ ケッ 
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年 末年 始 は JAXA ク ラブ で 
| 種子 島 宇 宙 セ ンタ ー 漂 流 記 」| に チャ レン ジ ! 


だ い 。 も ん 
第 1 問 : 
エイ チ ツ ー エ ー チ ツ ー ビ ー 


H- IA ン ノ H- TIB ロ ケッ ト の 


は っ し ゃ が ん せい と う 


発射 管制 棟 (ブロ ッ ク ハ ウス ) に つい て の 
正しい 説明 は どれ ? 


お 。 wr 
ボタ ン を 押し て 進ん で ね 。 
文 マー ク が で て きた ら 、 

え 5 ry 
どれ か 1 つ を 選ん で 進ん で ね 。 


つぎ な か 。 。 せ し あ かい 

次 の 3 つの 中 か ら 正 解 を そえ らん で ね 。 
し ゃ て ん 。 。 や < メー トル は な ち か 

文 射 点 か ら 約 G00m 離れ た 地下 に ある 
や く に ん さ ぎ ょ うし ゃ は い 

文 約 SG00 人 の 作業 者 が 入る こと が で きる 
ちか メー トル ぬか が ん せい し つ 

文 地下 12m の 深 さ に 管制 室 が ある 


2011 年 始め に JAXA ク ラブ で 公開 し た | 種子 島 宇宙 セ 
ンタ ー 漂 流 記 一 前 編 一 ]。 皆さん は も う チ ャ レン ジ し ま 
し た か ? ゲー ム の スト ー リ ー は …… [JAXA ク ラブ の 
特派 員 と し て 種子 島 に や っ て きた あな た 、 け れ ど 案内 役 
の ジャ クマ が いな い 「! 仕方 な K く ジャ クマ を 探し に 行く 
こと に ……| と いう も の 。 選択 肢 を 選ん で いく 手軽 な ゲ 
ー ム で 、 種 子 島 宇宙 セン ター を 目指 し な が ら 島 を 巡る 

JAXA ク ラブ は 、 宇 宙 や 航空 が 大 好き な 方 や 、 「 バ パー チャ ル 種 子 島 観 光 ] に な っ て いま し た 。 
将来 は 宇宙 航空 に か か わる 仕事 が し た い 方 な ど 、 そし て 今回 待望 の | 後編] を 大 公開 | 種子島 宇宙 セ 
お 子 さま か ら 大 人 まで が 楽し め る ウェ ブサ イト (無料 ) で す 。 ンタ ー 内 に 舞台 を 移し 、 次 々 と 現れ る キャ ラク ター か ら 
出題 され る クイ ズ に 挑戦 で す 。 果たし て あな た は ジャ ク 
マ と 出会う こと が で きる の か ? クリ ア で きた ら 宇 宙 開 
発 に 詳し く な っ て いる か も し れ ま せん よ 。 ぜひ 、 ご 家族 


JAXA ク ラブ の メイ ン キ ャ ラク ター 「 ジ ャ クマ ] が 
ナビ ゲー ター と な っ て 、 皇 宙 や 航空 に つい て 楽し みな が ら 


知識 を 深め られ る コン テン ツ を 6 
員 で チャ レン ジ だ さい ! 
た くさ ん ご 用 乾 し て いま す 。 全員 で チャ レン ジ し て みて くだ さ 
JAXA ク ラブ は こち ら か ら 
httn://Www.jaxacluh.jp/ 


還 < フ 
か いり -】 ー 。 
動画 ニュ ー ス | は き ニュ ー ス に -*、 】 


の 
ーー 2 つの レー ダ で 商 を Hr om (ツイッター) 。 知 め ま ooo 


うー ン JAXA タ ラブ も mi 
TTY を YY Tp 
TTY13TT3 


ITAXAs] 配 送 サ ービス を 開始 し まし た 。 ご 自宅 や 1 

職場 な ど 、 ご 指定 の 場所 へ JAXAs を 配送 し ます 。 

本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 要する 実費 を ご 負 

担い た だ く こ と に な り ま す 。 詳し く は 下記 ウェ ブサ イ 
ト を ご 覧 くだ さい 。 

http:/Www.jaxaSs.jp/ 

借 お 問い 合わ せ 先 

財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 広報 調査 事 業 部 
IJAXAs] 配 送 サ ービス 窓口 
TEL:03-6206-4902 
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低 へ 克 み 、 宇 二 を く 広報 部 〒100-8260 東京 都 千 代田 区 丸の内 1-6-5 JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://wwwJaxa.jp/ 
宇宙 航空 研究 開発 機構 丸の内 北 ロ ビル ディ ング 93 階 メー ル サ ー ビ ス http://www.jaxa.jp/pr/mail/ 
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